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JaSSTJaSSTテスト設計コンテストにテスト設計コンテストに
出場してみた！出場してみた！

～～ はじめてのテスト設計、そして･･･はじめてのテスト設計、そして･･･

チーム：めいしゅ館

名野 響
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開発屋出身の３名が集結！！開発屋出身の３名が集結！！

チ ー ム ： め い し ゅ 館チ ー ム ： め い し ゅ 館

なまえ：
めい

お仕事：
組込み系ソフト開発
担当

なまえ：
しゅ

お仕事：
ソフト開発のコンサル

なまえ：
館

お仕事：
組込み系ソフト開発
マネージャ

ここ１，２年
テストについて

勉強中！！

構造化設計⼿法に精通
コンテスト参加の
言い出しっぺ！

作るのは好きだが
テストに興味なし！
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ちょっと大変でしたちょっと大変でした

 締め切りまで残り１週間

 ３名とも開発屋さん

 複数拠点

しゅ

めい館

テストは専⾨外

メールベースの
打ち合わせやレビュー

突然お呼びがかかり･･･
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おしながきおしながき

エピソードⅠ
～はじめてのテスト設計～

エピソードⅡ
～え！？加速しすぎ･･･～

コンテストに参加して
～自分の中の変化～
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エピソードエピソードⅠⅠ
～はじめてのテスト設計～～はじめてのテスト設計～
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【概要】 ある規定の要求仕様書をインプットとして，任意のテスト
設計方法，様式，分量で行ったテスト設計内容を競うコンテスト
（テストケース（テスト項目）の内容は競いません）
【評価観点】 発想，技術性，新規性などを総合的に判断
【成果物】 テスト設計書（テストデザイン）

【概要】 ある規定の要求仕様書をインプットとして，任意のテスト
設計方法，様式，分量で行ったテスト設計内容を競うコンテスト
（テストケース（テスト項目）の内容は競いません）
【評価観点】 発想，技術性，新規性などを総合的に判断
【成果物】 テスト設計書（テストデザイン）

神奈川県某所神奈川県某所でスタートしたものの･･･でスタートしたものの･･･

館

しゅ

めい

・・・

・・・

『テスト設計』って何だろう？？・・・

・・・仕事でテストはするものの･･･

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

コピペテスト
の延長戦

コピペテスト
の延長戦

コンテストのレギュレーションを見ても･･･
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あわててあわてて、テスト設計を学ぶ、テスト設計を学ぶ

めい

そういえば・・・

ソフトウェア
PRESSPRESS

Vol.10

テスト

たまたま読んだ本で特集されていました♪

早速チームで情報をシェア早速チームで情報をシェア

今こそ聞きたい

テストの上流設計
（著：湯本剛氏）

今こそ聞きたい今こそ聞きたい

テストテストのの上流設計上流設計
（著：湯本剛氏）

通称：ゆもつよメソッド通称：ゆもつよメソッド

(参考) ソフトウェア・テストPRESSS Vol.10（技術評論社）「特集1 今こそ聞きたいテストの上流設計」（著：湯本剛）



©2012 Renesas Micro Systems Co., Ltd. All rights reserved. 8 / 29

一言でいえば・・・

テスト設計とは？テスト設計とは？

どうやってテストするか考えることどうやってテストするか考えること

ソフトウェア
PRESSPRESS

Vol.10

テスト
ソフトウェア

PRESSPRESS

Vol.10

テスト

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

コピペテスト
の延長戦

コピペテスト
の延長戦

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

コピペテスト
の延長戦

コピペテスト
の延長戦
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ソフトウェア
PRESSPRESS

Vol.10

テスト
ソフトウェア

PRESSPRESS

Vol.10

テスト
テストのアクティビティテストのアクティビティ

テスト計画

テストの目的テストの目的テストの目的

日程・工数日程・工数日程・工数

テスト対象テスト対象テスト対象

テスト分析

対象物の分析対象物の分析対象物の分析

テストの
種類や観点

テストのテストの
種類や観点種類や観点

テスト設計

設計方針設計方針設計方針

テスト詳細設計

テストケーステストケーステストケース

テストの上流設計テストの上流設計

テスト

実装

テストスクリプトテストスクリプトテストスクリプト

テスト実行

・報告へ

(参考) ソフトウェア・テストPRESSS Vol.10（技術評論社）「特集1 今こそ聞きたいテストの上流設計」（著：湯本剛）
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いよいよいよいよ

はじめてのテスト設計に挑戦！はじめてのテスト設計に挑戦！
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参考書に従って実施参考書に従って実施

テスト計画

テストの目的
を決定

テストの目的テストの目的
を決定を決定

テスト分析

館

しゅ

めい

館館

しゅしゅ

めいめい

テストの戦略
を決定

テストのテストの戦略戦略
を決定を決定

開発屋開発屋

組込み屋組込み屋

テスト屋テスト屋

成果物

要求仕様書要求仕様書

ポットシステム

水位センサ

満水センサ

蓋センサ

給水装置 ヒータ

ユーザI/F

タイマ

サーミスタ

水温通知

タイムアップ

タイマ開始

表示 警告 通知

タイマ時間 保温モード 
給湯開始   給湯終了  
 給湯口のロック解除  
給湯口のロック開始 　
沸騰開始   

ヒータオン 
ヒータオフ

給水オン 
給水オフ

蓋開閉

満水

水位

テテ 開開

組組

テスト設計

それぞれの立場で
読み込み

それぞれの立場でそれぞれの立場で
読み込み読み込み

○○・・・

○機能Ｂ

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｅ

テストタイプ２

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・・・

・・・・
・
・ ○

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｃ

・
・
・

○・・・

○機能Ａ
機
能
１

カ
テ
ゴ
リ
Ｂ

カ
テ
ゴ
リ
Ａ

テストタイプ１

○○・・・

○機能Ｂ

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｅ

テストタイプ２

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・・・

・・・・
・
・ ○

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｃ

・
・
・

○・・・

○機能Ａ
機
能
１

カ
テ
ゴ
リ
Ｂ

カ
テ
ゴ
リ
Ａ

テストタイプ１

沸騰 ボタン・接続・
センサ

・温度制御状態の状態遷移 ・ボタン押下時間の境界値
・水位、水温の境界値

内部動作条
件

・温度制御状態の状態遷移 ・給湯状態モデルの各状態との
組み合わせテスト（直交表）

表示・鳴動 ・沸騰行為中の沸騰ランプ、
保温ランプの点灯/消灯、温
度表示窓の表示
・エラー検知時のブザー鳴動

・特定条件のブザー鳴動チェック
・温度制御状態が沸騰行為中の
ときの沸騰ランプ、保温ランプの
状態
・水温に応じた温度表示窓の表

状態遷移 ・温度制御状態の状態遷移 ・温度制御状態モデルの状態遷
移テスト（0スイッチカバレッジ）
・給湯状態モデルの各状態との
組み合わせテスト（直交表）

装置制御 ・沸騰制御状態におけるヒー
タ制御

・水温の境界値による目標温度
ON/OFF方式のテスト

設定
エラー ・温度エラー発生による温度

制御状態の状態遷移
・水温の境界値
・時間の境界値

機能連動 ・給湯状態と温度制御状態の組
み合わせテスト（直交表）

－

機能名

機能
テスト

テストタイプカテゴリ 仕様項目 テスト設計方針
テストタイプカテゴリ別 テストタイプ別

・複数の入力条件
がある場合はデシ
ジョンテーブルを用
いて最適化
・温度制御状態
は、水温、ヒータの
操作量、沸騰/保
温ランプの何れか
で確認

WhatWhat HowHow

観点の抽出観点の抽出観点の抽出

機能の整理機能の整理機能の整理

テスト設計方針
の策定

テスト設計方針テスト設計方針
の策定の策定

安全動作

ユーザビリティ

機能網羅

多機能併用

手探り手探り手探り
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成果物を提出成果物を提出

○○・・・

○機能Ｂ

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｅ

テストタイプ２

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・・・

・・・・
・
・ ○

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｃ

・
・
・

○・・・

○機能Ａ
機
能
１

カ
テ
ゴ
リ
Ｂ

カ
テ
ゴ
リ
Ａ

テストタイプ１

○○・・・

○機能Ｂ

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｅ

テストタイプ２

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・・・

・・・・
・
・ ○

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｃ

・
・
・

○・・・

○機能Ａ
機
能
１

カ
テ
ゴ
リ
Ｂ

カ
テ
ゴ
リ
Ａ

テストタイプ１

ボタン・接
続・センサ

・温度制御状態の状態遷移 ・ボタン押下時間の境界値
・水位、水温の境界値

蓋センサ、沸騰
ボタン、水位、水
温

内部動作
条件

・温度制御状態の状態遷移 ・給湯状態モデルの各状態との組み合わせテスト（直交表） 給湯状態、温度
制御状態

表示・鳴動 ・沸騰行為中の沸騰ランプ、保
温ランプの点灯/消灯、温度表
示窓の表示
・エラー検知時のブザー鳴動

・特定条件のブザー鳴動チェック
・温度制御状態が沸騰行為中のときの沸騰ランプ、保温ラン
プの状態
・水温に応じた温度表示窓の表示

温度制御状態

状態遷移 ・温度制御状態の状態遷移 ・温度制御状態モデルの状態遷移テスト（0スイッチカバレッ
ジ）
・給湯状態モデルの各状態との組み合わせテスト（直交表）

蓋センサ、水
位、水温、時
間、給湯状態

装置制御 ・沸騰制御状態におけるヒータ
制御

・水温の境界値による目標温度ON/OFF方式のテスト 水温

設定
エラー ・温度エラー発生による温度制

御状態の状態遷移
・水温の境界値
・時間の境界値

水温、時間、温
度制御状態

機能連動 ・給湯状態と温度制御状態の組み合わせテスト（直交表）

－
レスポンス ・蓋閉→沸騰開始までのレスポンスをテスト

・水温に応じた温度表示窓の応答時間チェック
・温度制御状態切り替え時のモード表示窓の応答時間チェッ
ク
・目標温度ON/OFF方式による沸騰完了までの時間チェック

－
入力装置
異常

・蓋センサ、沸騰ボタン、水位センサ、サーミスタ、ヒータ異常
時の動作をテスト（断線，短絡，劣化，歩留まり）

特殊環境・
物理特性

・100℃で沸騰判断
・沸騰行為中状態遷移時の満
水判別

・サーミスタ誤差、サーミスタノイズ対策（定常ノイズフィルタ処
理の妥当性、ヒータ動作とセンサ動作の非同期化）
・気圧による沸点変化
・沸騰判定手順（温度＋定常条件）
・沸騰時の水の挙動，熱膨張

誤差（最大/最
小）、温度（沸
点、融点）

・単に温度変化一定
で判断する設計では
だめ
・沸騰遷移後に満水
センサを判断してい
ないか

－

備考機能名

沸騰 機能テ
スト

ユーザ
ピリティ
テスト

堅牢性
テスト

主なテスト
ケース条件

テストタイプ
カテゴリ

仕様項目 テスト設計方針
テストタイプカテゴリ別 テストタイプ別

・複数の入力条件が
ある場合はデシジョン
テーブルを用いて最
適化
・温度制御状態は、
水温、ヒータの操作
量、沸騰/保温ランプ
の何れかで確認

開始

アイドル

沸騰行為中保温行為中

エラー

 蓋センサon(閉) [水あり]

 沸騰要求 [給湯状態≠給湯中]

沸騰処理完了

 蓋センサoff(開)

 沸騰要求 [給湯状態＝給湯中]

 水なし

 蓋センサon(閉) [水なし]

 水なし

 蓋センサoff(開)

 温度エラー検知 温度エラー検知

水温通知

タイムアップ

タイマ開始

表示 警告 通知

ヒータオン 
ヒータオフ

給水オン 
給水オフ

蓋開閉

満水

水位

1

給湯を制御する

給湯開始  
給湯終了

2

タイマを制御する

3

温度を制御する保温モード

沸騰開始

タイマ時間

4

水位を表示する

給湯口のロック解除  
給湯口のロック開始

水なし

水なし

給湯状態
保温状態

Ｎｏ 質問事項 ご回答
機能 対象箇所

（仕様書名、ページ番号な
ど）

内容 記入者 記入
日

質問
対象者

ご回答
希望日

ご回答内容

1 ブザー 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.4

ブザー音が○○KHzとなっておりますが仕様は確定しましたでしょう
か？
また、ブザー音は１種類でしょうか？または複数種類を想定されてい
ますでしょうか？

なの 1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

1/27

2 蓋 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.6

蓋のデフォルトが定義されておりません（コンセント差し込みから1sec
未満の蓋状態が不定となっております）。蓋のデフォルトは開／閉の
どちらとなりますでしょうか？

なの 1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

1/27

3 蓋 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.6

蓋開の場合の操作パネル部の下記制御に指定はございますでしょう
か？
　・タイマ残り時間表示窓
　・モード表示窓

なの 1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

1/27

4 解除ボタン 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.7

pot-250-11に「コンセントに繋いだ直後はロック解除」と記載されてお
りますが、その場合コンセント接続時に給湯可能となってしまうため、
安全性を考えて「ロック」とした方が良いと思いますがいかがでしょう
か？

さかい 1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

1/27

5 沸騰ボタン 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.7

pot-260-11を見ると、沸騰行為中は給湯できない仕様となっておりま
すが問題ありませんでしょうか？

【理由】
何らかの条件で沸騰行為が完了しない場合（例：低気圧化（富士山
の山頂など）で使用すると水温が100℃に到達しません）、給湯がで
きない状態となってしまうことを懸念しております

なの 1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

1/27

6 タイマ 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.8

pot-270-41に関連して、タイマが起動している場合にタイマボタンを
100msec以上、3sec未満押したときの仕様をご提示いただけますで
しょうか？

【案】
①カウントダウンを継続しつつ、残り時間を設定
②一旦カウントダウンを停止し、残り時間を設定、タイマボタンを押す
のを止めた1sec後からカウントダウン開始

なの 1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

1/27

分析モデル

テスト分析マトリクス

テスト設計書

Ｑ＆Ａシート

分析済み仕様書

話題沸騰ポット
要求仕様書

話題沸騰ポット
要求仕様書

話題沸騰ポット
要求仕様書

成果物成果物

事務局
資料多すぎ！！



©2012 Renesas Micro Systems Co., Ltd. All rights reserved. 13 / 29

【【成果物成果物】】分析資料分析資料

1. 組込みソフトは，物理現象を扱う．

→ 着眼点１：物理現象対応

2. 組込みソフトは，ハードウェアの制御を⾏う．
ハードウェアと協調しながら動作する．

→ 着眼点２：デバイス制御

3. 組込みソフトは，直接マンマシン・インタフェースを
持つものもある．

→ 着眼点３：ユーザビリティ

組込み屋組込み屋

開始

アイドル

沸騰行為中保温行為中

エラー

 蓋センサon(閉) [水あり]

 沸騰要求 [給湯状態≠給湯中]

沸騰処理完了

 蓋センサoff(開)

 沸騰要求 [給湯状態＝給湯中]

 水なし

 蓋センサon(閉) [水なし]

 水なし

 蓋センサoff(開)

 温度エラー検知 温度エラー検知

水温通知

タイムアップ

タイマ開始

表示 警告 通知

ヒータオン 
ヒータオフ

給水オン 
給水オフ

蓋開閉

満水

水位

1

給湯を制御する

給湯開始  
給湯終了

2

タイマを制御する

3

温度を制御する保温モード

沸騰開始

タイマ時間

4

水位を表示する

給湯口のロック解除  
給湯口のロック開始

水なし

水なし

給湯状態
保温状態

テスト屋テスト屋

開発屋開発屋

例：例：着眼点着眼点11 物理現象への対応物理現象への対応
 扱う物理現象は「⽔の性質」

 常温で液体
 沸点は1気圧の時，摂⽒１００度
 熱すると対流する(場所によって温度が違う)
 融点は摂⽒０度
 融点，沸点では温度⼀定
 容易に熱平衡する
 導電率は不純物によって不定
 熱膨張する
 沸騰時，激しい運動が発⽣する
 ある熱容量を持つ

物理対象物の代表的な性質を列挙し，ソフトウェアの機能要件に
照らし合わせながら，関係する特性を抽出する．（⾚が関係する特性）



©2012 Renesas Micro Systems Co., Ltd. All rights reserved. 14 / 29

【【成果物成果物】】テスト分析マトリクステスト分析マトリクス

ボ
タ
ン
・
接
続
・
セ
ン
サ

内
部
動
作
条
件

表
示
・
鳴
動

状
態
遷
移

装
置
制
御

設
定

エ
ラ
ー

機
能
連
動

－

レ
ス
ポ
ン
ス

－

入
力
装
置
異
常

特
殊
環
境
・
物
理
特
性

－

5 2 1 6 7 1 6 7 7 2
1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1

1 1
1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1

1 1 1
3 2 4 5 1 2 1 2 5 4 2
1 1 1 1 1 1 1

1 1 1
1 1 1
1 1

1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1

1 1 1 1

ユーザ
ビリティ
テスト

テストタイプカテゴリ
堅牢性テスト

機能名 テスト条件とすべき仕様項目
機能テスト

保温

保温行為のモードに応じて温度を設定すること
保温行為のモードに応じてモード表示窓を表示すること
保温行為中に保温ランプと沸騰ランプの点灯/消灯、温度表示

蓋が開となった際に温度制御行為（沸騰行為/保温行為）を中止
特定の条件で沸騰ボタンを押下したとき沸騰行為を行うこと
沸騰行為中に沸騰ランプと保温ランプの点灯/消灯、温度表示
特定の条件で沸騰行為を停止すること

保温行為中に特定の条件で温度制御行為を停止すること
保温行為はPID制御方式でヒーターを制御する

特定の条件で保温行為を停止すること

特定の条件で保温設定ボタンを押下したとき、保温行為のモード

沸騰

サーミスタが100℃になったら、更に3分間ヒーターで加熱を行
沸騰行為中に特定の条件で温度制御行為を停止すること
沸騰行為は目標温度ON/OFF方式でヒーターを制御する

蓋が閉となった際に水量に応じて沸騰行為のする/しないを制御

テストの観点テストの観点

機能一覧機能一覧

関係する
欄に１をセット

関係する
欄に１をセット
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ボタン・接
続・セン
サ

・温度制御状態の状態遷
移

・ボタン押下時間の境界値
・水位、水温の境界値

蓋センサ、沸騰
ボタン、水位、水
温

内部動作
条件

・温度制御状態の状態遷
移

・給湯状態モデルの各状態との組み合わせテスト（直交表） 給湯状態、温度
制御状態

表示・鳴
動

・沸騰行為中の沸騰ラン
プ、保温ランプの点灯/消
灯、温度表示窓の表示
・エラー検知時のブザー
鳴動

・特定条件のブザー鳴動チェック
・温度制御状態が沸騰行為中のときの沸騰ランプ、保温ランプ
の状態
・水温に応じた温度表示窓の表示

温度制御状態

状態遷移 ・温度制御状態の状態遷
移

・温度制御状態モデルの状態遷移テスト（0スイッチカバレッジ）
・給湯状態モデルの各状態との組み合わせテスト（直交表）

蓋センサ、水位、
水温、時間、給
湯状態

装置制御 ・沸騰制御状態における
ヒータ制御

・水温の境界値による目標温度ON/OFF方式のテスト 水温

設定
エラー ・温度エラー発生による温

度制御状態の状態遷移
・水温の境界値
・時間の境界値

水温、時間、温
度制御状態

機能連動 ・給湯状態と温度制御状態の組み合わせテスト（直交表）

－
レスポン
ス

・蓋閉→沸騰開始までのレスポンスをテスト
・水温に応じた温度表示窓の応答時間チェック
・温度制御状態切り替え時のモード表示窓の応答時間チェック
・目標温度ON/OFF方式による沸騰完了までの時間チェック

－
入力装置
異常

・蓋センサ、沸騰ボタン、水位センサ、サーミスタ、ヒータ異常時
の動作をテスト（断線，短絡，劣化，歩留まり）

特殊環
境・物理
特性

・100℃で沸騰判断
・沸騰行為中状態遷移時
の満水判別

・サーミスタ誤差、サーミスタノイズ対策（定常ノイズフィルタ処
理の妥当性、ヒータ動作とセンサ動作の非同期化）
・気圧による沸点変化
・沸騰判定手順（温度＋定常条件）
・沸騰時の水の挙動，熱膨張

誤差（最大/最
小）、温度（沸
点、融点）

・単に温度変化一定
で判断する設計では
だめ
・沸騰遷移後に満水
センサを判断してい
ないか

－

備考機能名

沸騰 機能
テスト

ユー
ザピリ
ティテ
スト

堅牢
性テス
ト

主なテスト
ケース条件

テストタイプ
カテゴリ

仕様項目 テスト設計方針
テストタイプカテゴリ別 テストタイプ別

・複数の入力
条件がある
場合はデシ
ジョンテーブ
ルを用いて
最適化
・温度制御状
態は、水温、
ヒータの操作
量、沸騰/保
温ランプの何
れかで確認

【【成果物成果物】】テスト設計書テスト設計書

「何を」
テストするのか？

（仕様項目）

「何を」
テストするのか？

（仕様項目）

「どうやって」
テストするのか？

（テスト方法／技法）

「どうやって」
テストするのか？

（テスト方法／技法）

テストの
「ＩＮ／ＯＵＴ」は何なのか？

（テスト条件）

テストの
「ＩＮ／ＯＵＴ」は何なのか？

（テスト条件）

機能機能 観点観点
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エピソードエピソードⅡⅡ
～～ええ！？加速しすぎ･･･～！？加速しすぎ･･･～
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さぁ！防衛戦！！！さぁ！防衛戦！！！

なまえ：
めい

お仕事：
組込み系ソフト開発
担当

なまえ：
しゅ

お仕事：
ソフト開発のコンサル

なまえ：
館

お仕事：
組込み系ソフト開発
マネージャ

ごめん！むり！
あとよろしくっ☆

がんばれ！あ・・・
・・・あれ？

チ ー ム ： め い し ゅ 館チ ー ム？ ： め い し ゅ 館チチ ーー ムム？？ ：： めめ いい しし ゅゅ 館館
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・・・と、いうことで！

がんばりました！
ち、チームなんて
羨ましくなんて

ないんだからね（＞＜）

ぼくは
レビューに

参加したぞー
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その場の思いつき！？

勢いに任せた非機能の分析

非機能テスト非機能テスト非機能テスト
課
題

課
題

２回目の挑戦２回目の挑戦

 昨年を振り返る
ボ
タ
ン
・
接
続
・
セ
ン
サ

内
部
動
作
条
件

表
示
・
鳴
動

状
態
遷
移

装
置
制
御

設
定

エ
ラ
ー

機
能
連
動

－

レ
ス
ポ
ン
ス

－

入
力
装
置
異
常

特
殊
環
境
・
物
理
特
性

－

5 2 1 6 7 1 6 7 7 2
1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1

1 1
1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1

1 1 1
3 2 4 5 1 2 1 2 5 4 2
1 1 1 1 1 1 1

1 1 1
1 1 1
1 1

1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1

1 1 1 1

ユーザ
ビリティ
テスト

テストタイプカテゴリ
堅牢性テスト

機能名 テスト条件とすべき仕様項目
機能テスト

保温

保温行為のモードに応じて温度を設定すること
保温行為のモードに応じてモード表示窓を表示すること
保温行為中に保温ランプと沸騰ランプの点灯/消灯、温度表示

蓋が開となった際に温度制御行為（沸騰行為/保温行為）を中止
特定の条件で沸騰ボタンを押下したとき沸騰行為を行うこと
沸騰行為中に沸騰ランプと保温ランプの点灯/消灯、温度表示
特定の条件で沸騰行為を停止すること

保温行為中に特定の条件で温度制御行為を停止すること
保温行為はPID制御方式でヒーターを制御する

特定の条件で保温行為を停止すること

特定の条件で保温設定ボタンを押下したとき、保温行為のモード

沸騰

サーミスタが100℃になったら、更に3分間ヒーターで加熱を行
沸騰行為中に特定の条件で温度制御行為を停止すること
沸騰行為は目標温度ON/OFF方式でヒーターを制御する

蓋が閉となった際に水量に応じて沸騰行為のする/しないを制御

マトリクスを使って整理した！

ハテ？

この考え方･･･どこから

出てきたんだっけ？

トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティ
課
題

課
題

参加チームの噂

北の大地の

テスト設計先駆者

が参戦するらしい

圧倒的な

技法と物量で勝利した

JaSST’12 Tokaiの覇者の

参戦が決定

というのも･･･
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テスト分析～設計を強化テスト分析～設計を強化

 顧客の視点で分析

How much（いくらで）

How（どのように）

Whom（誰のために）

Why（なぜ）

What（何を）

Who（誰が）

Where（どこで）

When（いつ）

話題沸騰ポット

＜話題沸騰ポットの主要な機能＞

01 ポットの中身の温度を保つ
02 ポットの中身を沸騰させる

03 ポットの中身を給湯する

04 水量を検出する
05 時間を計測する

マインドマップ
の力を借りて

気づきを誘発！

マインドマップ
の力を借りて

気づきを誘発！

When Where Who

What Why Whom

How How much

When Where Who

What Why Whom

How How much

６Ｗ２Ｈ 要求の原点要求の原点

水位異常（満水と空）の区別がつかないかも

ボタンに凸凹（点字？）を付けてもよいかも

見えない

特定のメロディを流す

沸騰後に特徴的な音で通知
音で操作が判断できる

保温モードが見えるか疑問

間違って沸騰ボタンを押してしまう

保温ランプが見えるか疑問 目が不自由

テスト目的
（信頼性、安全性）

に関する内容を
ピックアップ

テスト目的
（信頼性、安全性）

に関する内容を
ピックアップ
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テスト分析～設計を強化テスト分析～設計を強化

 発散したテスト観点（テストの心配事）を整理

話題沸騰ポット

ポットの中身

を給湯する

ポットの中身の温度

を制御する
水量を検出する

ポットの中身

を沸騰させる

時間を計測する

ポットの中身

の温度を保つ

入力

出力

電源 コンセント

給水線

ブザー

温度表示窓

保温モード表示窓

タイマ残り時間表示窓

沸騰ランプ

水位メータ

(インジケータセル)

ロックランプ

保温ランプ

沸騰ボタン

タイマボタン

給湯ボタン

ロック解除ボタン

保温設定ボタン

満水センサ

第n水位センサ

蓋センサ

ヒータ

ポンプ

給湯状態

（給湯ロック、給湯待ち、給湯中）

保温モード

ヒータ状態

カウント時間

(分、秒)

過去温度

(温度履歴)

加熱

温度エラー

温度制御方式

温度制御テーブル

お湯

水位

水温

水

水量

外気温気圧

設置角度

時間 給湯ロック

ボタンの押し方

人

タイマ

水温と設定温度の

温度差

変更前の保温モード

水温

ボタンの押下時間

湿度 プラス マイナス

消費電力

装置の故障

一定値

変化

保温モードの切り替え頻度

目的の温度に変化

するまでの時間

右手／左手／両手

湯量

水圧

お湯の出る時間

連続動作時間

保温温度を変えたとき沸騰を開始したとき

ポット外部の状態

通常動作時

高付加時

（沸騰、全機能動作など）

ポット周辺

（何も無い、物に埋もれて

いる(熱が篭る？)）

温度制御状態

（アイドル、沸騰、保温）

状態１つの動作

他の状態との

組み合わせ

明るさ

塵や埃

取り扱い説明書の有無

（無くても使える？）

デフォルト状態

（電源投入時）

何も操作しない

指の種類

ボタンを押す力

本体が濡れている

ポットの形

ポットの使用目的

（お茶、カップラーメン、ミルク）

付着したカルキ

ポット内部の状態

焦げ、焼け

変色

硬度

不純物

目標温度ON/OFF方式

PID制御方式

状態遷移 沸騰、保温

水位

タイマ
給湯

出方（飛び散るなど） 内部／外部（給湯したお湯）

落雷

ノイズ変形

給湯口の詰まり

本体温度

結露

水漏れ

連続で沸騰／保温

連続で給湯

設置場所が濡れている

上に物を置く

装置の故障

水位センサと水位

メータの変換法則

タイマの設定時間

設定した通り動くか

時間の切り替え

カウント時間の誤差

カウントダウン状態

点灯時間

消灯時間

表示文字

ブザーの種類

（周波数、鳴動

パターン）

ブザーの音量

異常通知

異常の種類を区別できる

異常であることが分かる 応答速度

パネル操作から動作

するまでの時間

操作の容易性

ボタン配置

暗闇でも分かる

タイマ設定に必要な時間

ブザー

センサが濡れている

コンセント長

電源周波数

知識

経験

年齢
国籍

サーミスタ

対流

火傷 火災

誤操作

感電

打撲骨折

カビ

室内

ポット内

カルキ

汚れ

水垢

劣化
スイッチ

素材

ブルー ：機能系
オレンジ：非機能系

安全性

環境

一般環境

条件

ユーザ

負荷

悪環境

ユーザインタフェース

ポット

水

話題沸騰ポット

ポットの中身

を給湯する

ポットの中身の温度

を制御する
水量を検出する

入力装置

ポットの中身

を沸騰させる

時間を計測する

入力

ポットの中身

の温度を保つ

出力

電源 コンセント

給水線

ブザー

出力装置

温度表示窓

保温モード表示窓

タイマ残り時間表示窓

ランプ

沸騰ランプ

水位メータ

(インジケータセル)

ロックランプ

保温ランプボタン

沸騰ボタン

タイマボタン

給湯ボタン

ロック解除ボタン

保温設定ボタン

センサ

満水センサ

第n水位センサ

蓋センサ

変換装置

ヒータ

ポンプ

状態

給湯状態

（給湯ロック、給湯待ち、給湯中）

保温モード

ヒータ状態

カウント時間

(分、秒)

過去温度

(温度履歴)

変換

加熱

温度エラー

温度制御方式

温度制御テーブル

お湯

変換としてあげる利点

変換はキーワードかも

水状態

水位

水温 水

水量

外気温気圧

設置角度

時間 給湯ロック

ボタンの押し方

人

タイマ

水温と設定温度の

温度差

変更前の保温モード

水温

ボタンの押下時間

湿度 プラス マイナス

消費電力

装置の故障

一定値

変化

保温モードの切り替え頻度

目的の温度に変化

するまでの時間

右手／左手／両手

湯量

水圧

お湯の出る時間

連続動作時間

保温温度を変えたとき沸騰を開始したとき

ポット外部の状態

通常動作時

高付加時

（沸騰、全機能動作など）

ポット周辺

（何も無い、物に埋もれて

いる(熱が篭る？)）
温度制御状態

（アイドル、沸騰、保温）

状態１つの動作

他の状態との

組み合わせ

明るさ

塵や埃

取り扱い説明書の有無

（無くても使える？）

デフォルト状態
（電源投入時）

何も操作しない

指の種類

ボタンを押す力

本体が濡れている

ポットの形

ポットの使用目的

（お茶、カップラーメン、ミルク）

付着したカルキ

ポット内部の状態
焦げ、焼け

変色

硬度 不純物

目標温度ON/OFF方式

PID制御方式

状態遷移 沸騰、保温

水位

タイマ 給湯

出方（飛び散るなど） 内部／外部（給湯したお湯）

落雷

ノイズ変形

給湯口の詰まり

本体温度

結露

水漏れ

連続で沸騰／保温

連続で給湯

設置場所が濡れている

上に物を置く

装置の故障

水位センサと水位

メータの変換法則

タイマの設定時間

設定した通り動くか
時間の切り替え

カウント時間の誤差

カウントダウン状態

視覚

点灯時間

消灯時間
表示文字

聴覚

ブザーの種類

（周波数、鳴動

パターン）

ブザーの音量

異常検出、通知

異常通知 異常の種類を区別できる

異常であることが分かる

操作性

応答速度

パネル操作から動作

するまでの時間

操作の容易性

ボタン配置 暗闇でも分かる

タイマ設定に必要な時間

ブザー

センサが濡れている

コンセント長

電源周波数

知識

経験

年齢
国籍

サーミスタ

対流

対人リスク

火傷

火災

誤操作

感電

打撲

骨折

対資産、対環境リスク

カビ

室内
ポット内 カルキ

汚れ

水垢

劣化

スイッチ
素材

入力入力

出力出力処理処理

仕様
設計

物理現象対応
デバイス制御
ユーザビリティ

仕様×設計で抽出される
カテゴリ領域

組込みの特徴に⽴ち返り
第3軸を抽出

音量、周波数周波数が高いと聞こえない

ブザーの音は聞こえる？

耳が遠い

水位異常（満水と空）の区別がつかないかも

ボタンに凸凹（点字？）を付けてもよいかも

見えない

給湯ボタンを押し続けられるか

手が震える

ロックの解除をした後、自動でロックされない？ 給湯のロックが間違って解除されないか

長押しできるボタンかテスト

ボタンは押し易いかテスト

力が弱い

コンセント接続後、何も操作しない場合に異常とならないかテスト

特定のメロディを流す

沸騰後に特徴的な音で通知
音で操作が判断できる

コンセント接続時のデフォルト状態が妥当かテスト 操作できない

操作パネルにちょっと触れても誤動作しないかテスト

直感でつかるかテスト 取り扱い説明書を読まない

左手

右手

操作する手

保温モードが見えるか疑問

沸騰中に保温に戻せる？ 間違って沸騰ボタンを押してしまう

保温ランプが見えるか疑問 目が不自由

両手が使えない

体重

身長

体型

外側が熱くなると危ない

遊んで触る

操作が単純だと良い 機械に慣れていない

怪我をしていてる

カップを片手に持っている
片手が使えない

状況

老人

年齢

子供

大人

03_Who（誰が）

サーミスタ

ヒータ用電源

蓋センサ

満水センサ

第n水位センサ

操作パネル

ブザー

水温

水位

満水

蓋開／閉

ポンプ

ヒータ

給水開始／停止

加熱開始／停止

タイマ

時間設定、カウントダ
ウン開始／停止

タイムアップ

動作の開始／停止、

状態設定

状態表示

鳴動の開始／停止

ポットの中
身の温度を

制御する

P3

ポットの中身
を給湯する

P1

水量を検出

する

P4

時間を計測
する

P2

コンセント

電源オン／オフ

水量

蓋開／閉

蓋開／閉

給湯状態

電源オン／オフ

状態表示

動作の開始／停止、

状態設定

水量

電源オン／オフ

電源状態

温度制御状態

電源オン／オフ

状態表示

鳴動の開始／停止

動作の開始／停止、
状態設定

蓋開／閉

動作の開始／停止、
状態設定

電源オン／オフ

ヒータ用電源

コンセント

コンセント

コンセント

蓋センサ

ブザー

操作パネル

分

析

結

果

分分

析析

結結

果果
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が・・・しかし・・・が・・・しかし・・・

甘かった･･･

驚きの表彰式驚きの表彰式驚きの表彰式

昨年の
めいしゅ館が

そのまま出場して
いたらビリ
でした！

昨年の
めいしゅ館が

そのまま出場して
いたらビリ
でした！

テストプロセス

は当たり前

Ｑ子さん

様々なアプローチや手法

非機能非機能非機能

ペルソナ
を設定

ペルソナ
を設定 ISO9126ISO9126 シナリオ分析シナリオ分析

モデルを使った
テスト設計方針

の設計

モデルを使った
テスト設計方針

の設計

見事なチームプレイ

膨大な分析・設計資料
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コンテストに参加してコンテストに参加して
～～自分の中の変化自分の中の変化～～
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テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

テストケーステストケーステストケース

JSTQBJSTQB

見える化

変化
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新たな新たな
疑問疑問

状態遷移

構造化設計

オブジェクト指向

デザインパターン

ＳＰＬ

ユースケース

派生開発

ＤＦＤ

Ｗモデル

○○・・・

○機能Ｂ

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｅ

テストタイプ２

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・・・

・・・・
・
・ ○

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｃ

・
・
・

○・・・

○機能Ａ
機
能
１

カ
テ
ゴ
リ
Ｂ

カ
テ
ゴ
リ
Ａ

テストタイプ１

○○・・・

○機能Ｂ

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｅ

テストタイプ２

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・
・
・

○

・
・
・

・・・

・・・・
・
・ ○

・
・
・

○

カ
テ
ゴ
リ
Ｃ

・
・
・

○・・・

○機能Ａ
機
能
１

カ
テ
ゴ
リ
Ｂ

カ
テ
ゴ
リ
Ａ

テストタイプ１
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おわりにおわりに

「本で読む」 と 「実際にやってみる」 は大違い

ソフトウェア
PRESSPRESS

Vol.10

テスト
ソフトウェア

PRESSPRESS

Vol.10

テスト

失敗しても怖くない

たくさんのライバルとの出会い

「テスト設計」との出会いから，
技術者としての立ち位置（武器）
を手に入れたことが，彼にとって
のなによりの成果でした．
大変嬉しく思っています．上司からの

コメント
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ご清聴ありがとうございました



©2012 Renesas Micro Systems Co., Ltd. All rights reserved. 29 / 29

ルネサス マイクロシステム株式会社

※本資料に掲載している登録商標または商標・標章・ロゴ・商号・商品名に関する権利は、個々の権利の所有者に帰属します。

©2012 Renesas Micro Systems Co., Ltd. All rights reserved. 29 / 29


